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2013 年8 月に都内にある日本語学校に在籍している韓国人日本語学習者6 名の協力を
得て刺激ビデオを作成した。これらの刺激ビデオを用いて、日本語母語話者の日本語教師
40名（そのうち男性9 名、女性31 名）、韓国人日本語学習者40 名（そのうち男性11 名、
女性29 名）、計80 名による評価の観点を調査した。 
















評価者については日本語教師40 名と韓国人学習者40 名に分け、その差を検討した。 





















































































































































本論文の公開審査は、2019 年2 月22 日（金）午後2 時～4 時、本部棟大会議室におい
て行なわれた。 
近年日本語教育では日本語学習者の口頭能力における評価研究が注目を浴びている。評
価研究は、教室内で日本語教師から受けるものが主流であったが、1990 年代後半には会話
授業のシラバスには円滑なコミュニケーションを支えるさまざまな要素が適切に取り込ま
れる必要があり、シラバス構築のためには日本語教師のみならず一般日本人を含めた評価
研究が行なわれるようになった。また、学習者の相互評価という観点からの研究も行われ
るようになっている。 
2000 年代に入ると、日本語学習者の言語運用能力だけでなく、印象に関する次元を含め
た評価も重視され研究が進められてきている。これらの研究は日本語学習者の言語運用能
力の正確さや流暢さ、親しみやすさといった個々の評価観点や、日本語運用能力にのみな
らず、表情や身振り手振りといった非言語行動や、対人印象までも含めた研究が行なわれ
るようになってきた。 
本研究は、上記のような先行研究の流れの上で、韓国人学習者の日本語によるプレゼン
テーション場面を刺激ビデオとし、日本語教師と韓国人学習者からの評価がどのような異
同を見せるかを、綿密なアンケート調査から得点を得て、因子分析や重回帰分析など統計
的手法を用いて行った意欲的なものであるといえる。 
分析の結果において、プレゼンテーションに対する評価は、日本語教師よりも韓国人学
習者の方が有意に厳しく、またその評価の言語的な面を分析すると、日本語教師がプロミ
ネンスを重視しているのに対し、韓国人学習者はより個別的な発音、例えば摩擦音やアク
セントなどを重視するという結果が得られている。 
対人印象から見ると、因子分析の結果、日本語教師・韓国人学習者とも【社会的望まし
さ】【個人的親しみやすさ】【活動性】という３種の基本的な認知構造を有しているが、
日本語教師の場合は【社会的望ましさ】、韓国人学習者の場合は【個人的親しみやすさ】
に重きを置いた評価をしていることが示されている。 
上記のようにいくつかの新しい知見が得られた研究ではあるが、問題点も指摘されてい
る。まず、刺激となったビデオの素材が６種類あり、内容が統制されたものではないので、
プレゼンテーションの内容的な面白さ、興味深さという基本的な点について分析が十分行
われていないこと、また、プレゼンテーションに対する評価を行った日本語教師と韓国人
学習者の評価についての認知構造については相違もあるので、その後の詳細な数量的分析
による結果には説明できる範囲に限界があるのではないか、また、韓国人学習者の相対的
に厳しい評価は、学習者という集団によるものなのか、文化差によるものなのか、多元的
に分析する必要があるのではないかなどである。 
このようにいくつか問題点を指摘することはできるが，公開審査において論文提出者の
全は問題点については的確にとらえ，今後の課題としての方向性を示すなど高い見識を有
していることが示された。 
以上から審査員一同は，全娟妹に博士（日本語教育学）の学位を授与することが適当で
あると判断した。 
